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～コア物価は２年振りの上昇率に加速、ＥＣＢの恐れる二次的影響が顕在化～ 
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・ ４月のユーロ圏の消費者物価の確報値は前年比＋2.8％と前月（同＋2.7％）から一段と加速（速報か

らは不変）、５ヶ月連続でＥＣＢが定義する物価安定水準（２％をやや下回る）を上回った（左図）。 

・ 費目別には、エネルギー価格が同＋12.5％と引き続き全体の計数を押し上げた。前年同月の裏（前年

３月：同＋7.2％→４月：同＋9.1％と上昇率が加速した反動）の影響で、今月の前年比計数は低めに

出やすかったが、４月中の商品相場の一段高を反映し、前月（同＋13.0％）並みの上昇率となった。 

・ 一方、コア物価の上昇率は、2009年末以降の同＋１％台を挟んでの推移から、前月には同＋1.3％に上

離れ、今月は同＋1.6％と２年振りの水準に加速した。域内最大国のドイツで前年４月に振れの大きい

パッケージ旅行が大幅に下振れした反動も影響したものの、コア物価はギリシャとスロベニアを除く

ユーロ圏内の15ヶ国で加速傾向にある（右図）。域内には賃金の物価連動制を採用する国も多く、表

面物価の上昇がコア物価の上昇に結び付きやすい。５月入り後の商品相場の調整はヘッドラインの物

価計数の一段の上昇を抑制する要因となるが、物価の“二次的影響”が顕在化するなか、1-3月期ＧＤ

Ｐの高めの成長とも相俟って、ＥＣＢは７月の理事会で追加利上げに踏み切る公算が大きいと考える。 

■ユーロ圏:消費者物価（前年比） ■ユーロ圏:コア消費者物価（前年比）

注：コア物価は食料・タバコ・アルコール・エネルギー除く 注：コア物価は食料・タバコ・アルコール・エネルギー除
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■ユー ロ圏の消費 者物価（％ ）

2010 2011 2010 2011
2Q 3Q 4Q 1Q 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

消費者 物価 （ 前期比） 0.6 0.3 0.5 1.0 0.1 0.2 0.2 0.3 0.4 0.1 0.6 0.4
（ 前年比） 1.6 1.7 2.0 2.5 1.9 1.9 1.9 2.2 2.3 2.4 2.7 2.8

コア消 費者物価 （ 前年比） 0.9 1.0 1.1 1.1 1.2 1.1 1.1 1.0 1.1 1.0 1.3 1.6
食料品 （ 前年比） 0.1 1.0 1.5 1.8 1.1 1.2 1.4 1.8 1.5 2.0 2.0 2.0
アルコ ール （ 前年比） 1.0 1.0 0.8 0.7 1.0 0.8 0.8 0.6 0.8 0.6 0.8 0.9
タバコ （ 前年比） 6.1 4.7 5.1 5.4 4.6 4.9 4.9 5.4 5.5 5.3 5.4 4.9
エネル ギー （ 前年比） 8.1 7.3 9.2 12.7 7.7 8.5 7.9 11.0 12.0 13.1 13.0 12.5

注：消 費者物価の 前期比は季 節調整後。 コア消費者 物価は食料・ アルコール・たばこ・エネルギーを除く。
出所： Eurostat  


